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1 はじめに 

インターネットの発達にともなって，多くの

人々がウェブサイトを開設し情報を発信するよ

うになった．その中でも blog と呼ばれる日記型

のサイトを作るサービスが広まってきている．

blog サービスはブラウザに表示されたフォーム

に文章を入力するだけで，HTML ページを更新で

きるという特徴を持つ．このように更新方法が

簡単なので blog サイトは通常の web サイトより

も更新頻度が増える．この blog に書かれている

情報を活用しようという試みが近年増加してお

り，blog を対象とした検索サービスが登場して

いる[1][2][3]．これらでは独自に収集した blog

記事から興味のある記事を検索することができ

る．また，blog 記事には人々の意見がリアルタ

イムに反映されることが多い．したがって，

blog 記事からは人々の生の評判情報が取得でき

ると考えられる． 

興味対象の評判をわかりやすく知るためには，

対象の長所と短所を知ることや時系列における

評判の移り変わりを知ることが重要である．ユ

ーザの興味対象に関する評判情報を提供するこ

とによって，ユーザの選定を補助することがで

きる． 

そこで，本システムでは blog サイトから興味

対象に関する記事を抽出する．抽出した記事か

ら対象の長所と短所を明確化することや評判情

報の時間的推移を知ることができる．これらを

提供することによってユーザの興味対象の選定

を支援できる． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 本システムの機能 

以下の機能を持つシステムを開発している． 

2.1 blog 記事の収集 
本システムではまず blog 記事を収集し，キャ

ッシュとして保存する． blog の更新情報を集め

ているサイトで新着 blog 記事の URL が提供され

ているので，そこからリンク先の記事 HTML を収

集する．また，有名 blog サービスのサイトで提

供されている新着 blog の URL から記事を収集す

る．図 1 にその流れを示す．blog サイトが更新

されると，blog 記事収集サイトに更新が通知さ

れる．blog 記事収集サイトはその情報を基に新

着記事の URL リストを作成する．次に，本シス

テムがそのリストを取得する．本システムはリ

ストに従って新着記事の HTML を取得し，保存す

る． 

 

 
図 1 blog 記事保存の流れ 

 

2.2 検索 
ユーザが興味対象の記事を検索するときには

保存された記事からの全文検索を行う．検索に

は全文検索システムの Namazu[4]を利用する．  
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2.3 評価表現の抽出 
検索に加えて評価表現を抽出する．検索され

た記事の中にある評価表現を抽出し，肯定否定

で分ける．肯定表現と否定表現を別々に数える

ことで，その記事が検索対象に関して肯定的な

のか否定的なのか調べる．現在は評価表現の辞

書を手動で作成し，それを用いて文字列一致に

より評価表現を抽出している．  

2.4 検索結果の表示 
検索結果は以下の 3 通りの方法でユーザに提

示する． 

2.4.1 肯定的記事と否定的記事に分けた表示 
検索結果中の評価表現の数により，記事を肯

定的なものと否定的なものに分けて表示する．

これにより検索対象の長所と短所が明確化でき，

ユーザは的確な判断ができる．「PSP」で検索し

た場合の結果表示の例を図 2に示す． 

 

 

図 2 肯定/否定で記事を分けて表示 

 

2.4.2 時系列表示とニュースとのリンク 
検索をした際の評価表現の数を特定の期間ご

とに合計し，その推移をグラフとして表示する

ことで，検索対象の評価の移り変わりを見るこ

とができる． 

さらに評価が大きく変化したときの理由を知

ることができれば，興味対象の判断に有効であ

る．そのために blog 記事以外にニュースサイト

の記事を同時に利用し，評判の時系列表示とニ

ュースの記事を並行して表示する． 

図 3 に検索文字列を「PSP」としたときのグラ

フを示す．上部の折れ線が肯定表現の数を，下

部が否定表現の数を表している．ニュースサイ

トから抽出したトピックを日付順に並べて表示

している． 

 

 
 

図 3 グラフ表示のイメージ 

 

2.4.3 検索対象の類似品との比較 
検索対象の類似品がある場合は，それについ

ても同様に表示することで，ユーザは類似品と

の比較が容易にできる．類似品情報の検索には

ショッピングのサイトや掲示板のスレッドのト

ピック名やタイトルを用いる．  

 

3 まとめ 

本論文では，ユーザの興味対象に関する評判

情報を効率的に収集でき，対象を選定する際の

判断材料を増やすことができるシステムを提案

した． 

現在までに本システムには約 45 万件の blog 記

事が集まっている．今後は実際に使用すること

によりシステムを評価していく． 
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